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静岡地学第 69号(1994)

期日

巡検経路

冬季巡検会の
~静岡空港建設予定地周辺~

大久保純男*

1993年 12月24日(金)10時"-'15時

東名高速道路吉田 1.C，，-，権現原(空港予定地概観)，，-，湯日周辺(北側アクセス道路予定

地)，，-，高尾山@石雲院周辺(ターミナルピル予定地)，，-，石雲院入口周辺(高盛土@

池予定地)，，-，千頭ヶ谷池周辺(調整池予定地)，，-，吉田I.C

的 21世紀の県土作りの中核的プロジェクトである静関空港建設に関し、以下の 2点につ

き、現地を概観しながら、現段階で可能な説明を静両県企画調整部空港計画課の技監か

内

ら伺う。

建設予定地周辺の地形@地質@気候等の状況を踏まえ

(1) どのような子顕 e 方法で空港用地の造成や周辺整備が進められるのか。

(2) どのような環境対策や防災対策がなされるのか。

小野田隆夫氏

l 空港予定地の諜観と説明

風弱く晴れ。絶好の巡検日和の中、参加者 30余名は車に分乗し出発。 を概観

するため、権現原南方 106mの三角点付近に向かった。ここからは、 日の谷を罷ててわずか

にゆるく傾斜する予定地の丘陵性台地が一望できた。

続いて一行は湯日の養勝寺近くに建てら はかなり広く、入った

ところに かれ、 50人以上を収容できる っている O 小野田氏

による説明を受けた。

[説明の概要と

(1) 

①施設計画

ア

ウ

* 
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その{也:エプロン、 照明@無線@管制@ @気象施設など

コニ :平成 15 静岡国体開催年にあたる O

オ 概算工事費:約 500億円(補助事業分アクセスを含めた総額は 1，500億円位)

カ 運航方式:進入方式 ILS (計器進入方式及びVOR進入方式)

②ウインドカバレッジ(風による .. .. 95%程度以上なくてはならない)

風向、風速を測定した 方位を北 112度東とすることで 99.7%(横風分力 20ノッ

ト以下)を確保しんO

③制限表面の確保(離着!壊の安全確保のため、障害物の無し めら

れている O この空間の臆面を制限表面という。)

一般机奈川よ繍悌(運輸省)Jに基づき、切り 傾斜づけ、

を行うい@静関空港では最大 80mの盛り土がある(盛り土の量はおよそ 2，300

m2)Oまた、盛り土側面の勾配を 1/2という急勾配にするため、産高 5mごとに 2.5mの小

段(平場)を、また誌高 30mごとに幅 5.51TIの管理道路の配置を計器している o (参加者

から安全性と工法上の問題についていくつかの質問が出された。)

には、この地域の特性に合った樹木を植林する計画である O

静関空港予定地(物見塚罵辺の切土部)を西方より掻影

(2) 地形、地質の概要

①地形概要:空港計画地付近の大部分は、標高 200m以下の開析の進んだ丘陵であり、丘陵の山

頂付近は緩傾斜の斜面になっているところが多い。高尾山から東高東に向けて緩く傾

斜する尾根の部分には、大井川の高位段丘面(平坦面)が見られる O 湯日]11..坂

]11及びそれらの支]11による関析谷は、 U字形又はV字形を成し、斜面は急峻である O

②地質概要:計画地の地質は、基盤岩を成す砂岩@泥岩立!替の相良暦静子部(新第三紀中新世)の

なり、さらにその上を第四紀の小笠

っている O

砂岩@ めるが、泥岩の風化

部は細かい亀裂が発達し、細粒イじする o (新鮮部は、ハンマーピックを突き立てるのが

さを存する。)

空港予定地の他の部分は、国結状況の良好な磯岩@泥岩互層(相良層群上部)及び、
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半面結状態で、擦がやや風化している小笠山諜層(坂部原探層)に覆われている O

代表的な地質

定~ 牧之原穣騒 比絞的新鮮な丸みを帯びた砂岩笈の擦を含む絡ま

定地図{員立の牧之康食:itちから議白地区にかけてと、鳥羽ゴルフ務付

近?こ分布している。

痘亘 小笠(坂部原)燦騒 やや風化し丸みを殺びた砂場震の擦を含む綴ま

山付近の山頂からさE滋そ予定地淡の尾根にかけて分布している。

綴良磨署孝

[2] 泥繍

fZ2j 泥潜・警護法の亙麗

空滋三平笈地西宮の切山地区付近;こ分布している。

泥岩と襲撃容が相互に遂なった題結良好な地憾で、

守二議ケ主主池付近ーにかけて泥岩・紗務認の上部;こ分布している。

コ泥殺・砂畿の互運

なしている o

区沼瀬戸)11麓群

111上流iこ分布している O

図 1 静岡空港予定地周辺の地質略国

より

たが、 してあるのかという

と配布さ

ら出さ O 

もとに担当者から説明され

2つの理由に基づく

について

に関するもので、規模の比較的大きいと見られる

いることに対する疑問。他のひとつは、

であった。ひとつは、

く

に無 た られたこと

治宝、

O 

これらについ

26本の、

がら

(3) 

と よる な状況 しな

O 

される雨水や土砂が下流の河川

I[水系に 5ヵ

な

いように、湯日]I[水系に 4ヶ所、 るO

②河J1 と 日目 I[ 11 vこっし
。

〉つ
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この{也、 にわたる説明を受けたが、紙面の都合で割愛する O 特に興味を感じたことを 2点、だ

したい。

@航空旅客概要:2003年時点、で 178

る見通し。

されているが、 はこれを大幅に

@新幹線新駅:県としては、新駅の実現に向け に対し

(東側 ル方式、 に地下ターミナルの 2

思 2 静間空港造成計酷平面図

より抜粋~

に働きかけていくとのこと

している0)

2 高尾山@石雲院周辺(ターミナノレピル予定地)~千頭ヶ谷池(調整池)周辺

説明会終了後、空港予定地西側、垂穂、寮周辺(標高 165m)へ向かう O この付近は、約 20m切り

して制眼表面としての条件整備をするほか、最大規模の調整池が谷筋に計関されている O 新幹線

トンネルの南高出口付近を観察後、石雲院周辺では坂部原擦躍の露頭を観察した。

した千頭ヶ油(調整池予定地)は、江戸時代に完成された溜め池とのことであったが、

12月ということもあってか、水位はかなり低かった。この千頭ヶ池付近にはかなりの軟弱腰がある

ので、補強していくこと ましいとの指摘があった。

の巡検では、果たしてこんな所に空港ができるのだろうか?との思いを拭いきれなかった。し

かし、そうは思いながらも心の一方では、技術を駆使する人間の力を信じて、完成された空港のイメー

ジを描こうとしている自分を感じ続けた一日となった。

地権者および周辺住民との十分な話し合いと、確か

人たちに祝福される空港の 21世紀初頭の完成を祈りつ

30 

く

とする O

と施行によって、すべての


